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研究の背景と目的研究の背景と目的研究の背景と目的研究の背景と目的

数値データを解析的に用いることによって
客観的に景観類型を把握し、その特性を論じる

都市レベルでのマクロ的景観では
地区的な景観把握が重要

景観把握の客観性確保は難しい問題



研究の概要研究の概要研究の概要研究の概要

景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析

景観特性分析景観特性分析景観特性分析景観特性分析

視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析
視対象としての類型化 視点場としての類型化

景観推定景観推定景観推定景観推定

標高データ
土地利用データ

ベースデータベースデータベースデータベースデータ

分析の対象＝大分市
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景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析 : 1: 1: 1: 1

視対象としての類型
地域景観を構成する面的要素景観ゾーン ＝

ゾーン区分ゾーン区分ゾーン区分ゾーン区分

丘陵地型住宅地ゾーン

平野型住宅地ゾーン

都心商業地ゾーン

周辺商業地ゾーン

工業地ゾーン

平野型農地ゾーン

丘陵地型農地ゾーン

自然丘陵地ゾーン

自然山林ゾーン

住宅地景観ゾーン

商業地景観ゾーン

農地景観ゾーン

自然景観ゾーン

市街地景観ゾーン

非市街地景観ゾーン

工業地景観ゾーン



景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析景観ゾーン分析 : 2: 2: 2: 2

平野型住宅地ゾーン

その他

丘陵地型住宅地ゾーン
都心商業地ゾーン

工業地ゾーン

自然山林ゾーン

丘陵地型農地ゾーン
自然丘陵地ゾーン

周辺商業地ゾーン

平野型農地ゾーン

平野型住宅地ゾーン
丘陵地型住宅地ゾーン
都心商業地ゾーン

工業地ゾーン

自然山林ゾーン

丘陵地型農地ゾーン
自然丘陵地ゾーン

周辺商業地ゾーン

平野型農地ゾーン

１次判定１次判定１次判定１次判定
メッシュ毎に
標高･土地利用を用いて
一定の条件で分類する

２次判定２次判定２次判定２次判定
隣接メッシュの区分を条件に
独立した、ひとまとまりの
ゾーンを形成する



視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析 : 1: 1: 1: 1

視点場としての類型化
景観ゾーンに対する可視率による多変量解析
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視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析視覚指標分析 : 2: 2: 2: 2

視点場クラスタ視点場クラスタ視点場クラスタ視点場クラスタ 平均可視率と眺望タイプ平均可視率と眺望タイプ平均可視率と眺望タイプ平均可視率と眺望タイプ

各視点場クラスタからの
市域全体への平均可視率
クラスタ 平均可視率(% ) タイプ

1 13.65 限定眺望
2 17.14 限定眺望
3 37.55 広域眺望
4 9.56 限定眺望
5 11.20 限定眺望
6 32.49 広域眺望
7 4.00 閉塞
8 36.35 広域眺望
9 13.10 限定眺望

10 14.27 限定眺望



視点場クラスタに
対する景観ゾーンの
視覚的な影響力

景観特性分析景観特性分析景観特性分析景観特性分析 : 1: 1: 1: 1

距離、可視面積、視線入射角の３指標を用いて
景観ゾーンと視点場クラスタの関係を評価

距離距離距離距離

可視可視可視可視
面積面積面積面積

視線視線視線視線
入射角入射角入射角入射角



景観特性分析景観特性分析景観特性分析景観特性分析 : 2: 2: 2: 2
視覚指標マップ～クラスタ視覚指標マップ～クラスタ視覚指標マップ～クラスタ視覚指標マップ～クラスタ8888：広域眺望タイプ：広域眺望タイプ：広域眺望タイプ：広域眺望タイプ
多数のゾーンに対して可視面積が広い

クラスタ構成メッシュ

可視面積(ha)

視線入射角
0°

1°

2°

4°

8°

16°

1600
900
400
100

景観ゾーン

自然丘陵地70

自然丘陵地75

自然山林81

自然山林80

工業地41工業地42

平野型住宅地00

丘陵地型住宅地12
平野型農地50

自然丘陵地71

丘陵地型農地65
丘陵地型住宅地15

工業地43



視点場

不可視領域

可視領域

景観特性分析景観特性分析景観特性分析景観特性分析 : 3: 3: 3: 3
可視領域～クラスタ５：本宮山付近可視領域～クラスタ５：本宮山付近可視領域～クラスタ５：本宮山付近可視領域～クラスタ５：本宮山付近
市域の大半に対して可視領域が広く広がっている



仰俯角0°

平野型住宅地ゾーン
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景観特性分析景観特性分析景観特性分析景観特性分析 : 4: 4: 4: 4
景観推定～クラスタ５：本宮山付近景観推定～クラスタ５：本宮山付近景観推定～クラスタ５：本宮山付近景観推定～クラスタ５：本宮山付近
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研究の総括研究の総括研究の総括研究の総括

景観ゾーン分析によって景観を構成する面的要素として、
９の地区類型と49のゾーンを得た

視覚指標分析によって、視点場としての類型である
10の視点場クラスタを得ることができた

景観特性分析によって、景観ゾーンと視点場クラスタの
関係を把握するとともに、景観に大きな影響を与える
ゾーンを認識することができた。


